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六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は

去
る
四
月
二
十
八
日
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
二
十
四
年
度
新
役
員
、

事
業
計
画
・
収
支
予
算
書
が
承
認
、

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委

員
役
員
は
じ
め
多
く
の
役
員
・
委

員
を
永
く
歴
任
し
、
六
合
地
区
に

貢
献
さ
れ
た
東
町
の
森
川
彰
久
様

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
経
歴
）

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
役
員

東
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

六
合
地
区
の
安
全
推
進
員

青
少
年
育
成
補
導
員

交
番
駐
在
所
連
絡
協
議
委
員

会
　
長
　
鈴
木
政
隆
　

島
田
市
の
中
に
九
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

一
番
歴
史
が
古
く
、
最
大
の
規
模
を

有
し
て
他
の
模
範
と
な
る
べ
き
立
場

に
あ
り
ま
す
。
自
治
会
や
他
の
団
体

に
そ
の
根
幹
を
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
来
の
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
一
重
に
歴

代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
各
位
の
陰
な

が
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
と
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
は
、

昨
年
四
十
周
年
を
迎
え
、
本
年
度
か

ら
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
規
約
で
活

動
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰
退
の
最
大

の
因
と
な
っ
た
会
長
の
任
期
一
年
を

二
年
に
戻
し
、
新
規
事
業
と
し
て
企

画
会
議
を
立
ち
上
げ
て
、
こ
れ
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
教
育
振
興
部
を
設
け
、

学
校･

幼
稚
園･

保
育
園
と
の
連
携

を
深
め
新
し
い
風
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
環
境
浄
化
部
は
生
活
安
全
部
に
、

社
会
福
祉
部
は
健
康
福
祉
部
に
名
称

を
変
更
し
て
心
新
た
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
こ
二
年
間
な
か
っ
た
新

規
事
業
を
加
え
な
が
ら
も
、
公
民
館

駐
車
場
の
存
続
、
倉
庫
の
拡
充
、
広

報
車
の
代
替
等
と
大
き
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
五
十
周
年
に
向
け
て
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

本
部
役
員
と
事
務
局
は
、
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
長
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
四
年
度
　
本
部
役
員
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部
　
長
　
鈴
木
敏
雄
　

平
成
二
十
四
年
度
文
化
部
は
、
私

を
含
め
十
九
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
六
合
地
区
の
文
化
活
動
を
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
地
域
の
文
化

の
向
上
と
発
展
に
部
員
一
同
全
力
を

尽
く
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
活
動
は
、
ほ
た
る
の
里

コ
ン
サ
ー
ト
・
観
察
会
、
夏
祭
り
へ

の
参
加
、
文
化
祭
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
ほ
た
る
の
里
コ
ン
サ
ー

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
二
十
年

代
に
は
、
市
内
の
ど
こ
に
で
も
生
息

し
、
子
供
達
の
ホ
タ
ル
狩
り
は
、
初

夏
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
住
宅
造
成
、
護
岸
工
事
や

農
薬
の
普
及
な
ど
が
、
主
要
因
で
、

清
流
や
餌
の
か
わ
に
な
な
ど
の
減
少

も
あ
り
、
生
息
地
そ
の
も
の
が
減
少

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
東
光
寺
住

民
の
皆
様
の
ホ
タ
ル
へ
の
保
護
活
動

に
よ
り
、
生
息
地
が
確
保
さ
れ
、
六

合
地
区
で
は
唯
一
、
ホ
タ
ル
を
観
察

で
き
る
地
区
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
羽
化
は
そ
の
年

の
天
候
や
環
境
に
左
右
さ
れ
ま
す
の

で
、
観
察
で
き
な
い
と
き
に
は
生
息

地
を
確
認
の
上
、
一
週
間
か
ら
二
週

間
後
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
の
夏
祭
り
で
は
、
ご
来
場

さ
れ
た
皆
様
の
た
め
、
三
角
く
じ
の

抽
選
を
担
当
し
ま
す
。
当
日
ご
来
場

の
際
は
、
六
合
夏
祭
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ク
ジ
引
き
券
を
、
お
忘
れ
な
く
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
景
品
は
当
日
の
お

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
つ
目
の
文
化
祭
に
は
、
日
頃
か

ら
教
養
や
趣
味
の
一
環
と
し
て
研
鑽

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
各
種
の
展
示
品

の
出
展
や
芸
能
発
表
の
場
と
し
て
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
品
や
芸
能
活
動
を
鑑

賞
さ
れ
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

各
種
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

以
上
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
、

日
程･

時
間
な
ど
は
開
催
日
が
近

く
な
り
ま
し
た
と
き
に
、
回
覧
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
部
員
一
同
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

部
　
長
　
影
森
　
保
　

今
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

に
関
心
も
な
く
参
加
も
し
な
か
っ
た

私
に
、
部
長
の
大
役
が
回
っ
て
き
ま

し
た
。
正
直
不
安
ば
か
り
で
困
っ
て

お
り
ま
す
。
一
年
間
、
皆
様
の
ご
参

加
と
ご
協
力
を
頂
き
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

毎
年
、
恒
例
の
夏
ま
つ
り
は
、
大

勢
の
ご
参
加
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、皆
様
方
が
楽
し
め
る
よ
う
、

部
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
事
ば
か
り
で
至
ら
な

い
点
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
健
康
第
一

部
　
長
　
松
浦
健
二
　

今
年
度
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
大
役

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
昨

年
度
は
体
育
委
員
と
云
う
事
で
全
行

事
に
出
席
し
て
一
応
の
様
子
は
解
っ

て
は
い
ま
す
が
、
部
長
と
な
る
と
話

は
違
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
色
々
と
考
え
ま
す
と
、

我
が
部
は
体
育
の
振
興
を
勧
め
る
部

と
な
り
、
六
合
地
域
の
皆
様
に
運
動

を
し
て
も
ら
い
、
体
力
を
付
け
、
健

康
な
体
を
保
っ
て
頂
か
な
け
れ
ば

と
、
そ
ん
な
思
い
が
沸
き
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
今
号

が
発
行
さ
れ
る
と
き
は
終
了
し
て
い

る
）
と
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど
小
学
高
学
年
か

ら
元
気
な
お
年
寄
り
ま
で
、
で
き
る

も
の
ば
か
り
で
す
。

今
後
高
齢
化
が
進
む
と
思
わ
れ
ま

す
。
是
非
、
体
育
振
興
部
の
行
事
に

参
加
し
て
頂
き
、
少
し
で
も
元
気
に

な
れ
れ
ば
良
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

老
若
男
女
六
合
全
体
が
幸
せ
に
な
れ

る
様
、
一
年
間
部
員
共
々
頑
張
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
　
長
　
河
合
　
剛
　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
部
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
河
合
で
す
。
こ
の
よ
う

な
大
き
な
役
は
初
め
て
な
の
で
、
戸

惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
力
を

借
り
な
が
ら
一
年
間
頑
張
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
か
ら
社
会
福
祉
部

は
健
康
福
祉
部
へ
と
名
前
を
変
え
て

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

昨
年
同
様
、
様
々
な
取
り
組
み
で
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
部
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
今
年

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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部
　
長
　
藤
田
　
久
　

生
活
安
全
部
は
、
昨
年
ま
で
の
環

境
浄
化
部
の
名
称
を
変
え
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
事
業
を
引
き
継
ぐ
事
に
な

り
ま
し
た
。
新
た
に
各
自
治
会
か
ら

の
部
員
十
八
名
で
構
成
し
、
活
動
を

開
始
す
る
部
で
す
。

初
年
度
で
も
あ
り
『
生
活
安
全
部

は
、
ど
の
様
な
活
動
を
す
る
部
な
ん

だ
ろ
う
？
』
と
思
い
、
本
部
役
員
の

方
に
尋
ね
た
結
果
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
参
加
者
名
簿
を
、
事
務
局
職
員
と

協
力
し
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
返
答
が
あ
り
、『
・
・
・
そ
の
程

度
な
ら
・
・
・
』
と
、
軽
い
気
持
ち

が
少
し
と
、
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

始
め
ま
し
た
。
し
か
し
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
の
他
に
も
、
生
活
安
全

部
と
し
て
の
活
動
事
業
も
検
討
実
施

し
て
ほ
し
い
」
と
の
更
な
る
要
望
も

あ
り
、
不
安
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
様
な
・
・
・
・
・
・
。

部
員
さ
ん
等
の
知
恵
と
協
力
を
得

て
、
決
定
・
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
に
は
な
い

活
動
部
で
す
の
で
、
ど
の
様
な
形
で

実
施
で
き
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

部
員
さ
ん
は
じ
め
、
皆
様
の
協
力
が

必
要
と
な
る
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
折
り
に
は
、
お
願
い
致

し
ま
す
。

ま
た
、
検
討
の
段
階
で
問
題
が
出

て
き
た
時
に
『
問
題
を
避
け
る
た
め

に
、
実
施
を
見
送
ろ
う
』
と
か
『
大

変
そ
う
だ
か
ら
、
止
め
よ
う
』
等
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
の
で
は
な

く
、「
ど
の
様
な
方
法
を
取
れ
ば
、

問
題
を
解
決
し
、
実
施
し
て
い
け
る

の
か
？
」
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

て
、
気
持
ち
だ
け
で
も
前
向
き
に
一

年
間
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部
　
長
　
滝
沢
貴
智
　

二
十
四
年
度
交
通
安
全
部
は
、
六

月
の
ほ
た
る
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

始
ま
り
、
八
月
の
六
合
夏
祭
り
、
九

月
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
敬
老
会
、

十
月
の
文
化
祭
、
十
一
月
の
六
合
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
・
親
子
マ
ス
釣
り
大

会
、
二
月
の
六
合
子
ど
も
の
日
の
年

八
回
の
行
事
の
交
通
整
理
、
誘
導
を

主
な
活
動
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
一
名
少
な
い
十
九
名
で

の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
各
行
事
の

担
当
部
の
方
々
と
う
ま
く
連
携
を
と

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
の
引
き
継
ぎ
で
改
善
箇
所
を
う
か

が
っ
て
い
る
の
で
、
交
通
整
理
駐
車

場
管
理
に
活
か
し
ま
す
。
今
年
も
無

事
故
で
各
行
事
が
成
功
で
き
る
よ
う

活
動
い
た
し
ま
す
。

部
　
長
　
高
田
浩
嗣
　

消
防
治
安
部
は
地
元
、
島
田
市
消

防
団
第
四
分
団
五
十
二
名
で
組
織
し

て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
の
皆

様
に
は
ご
協
力
、
ご
信
頼
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。皆

さ
ん
は
、
消
防
団
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降

そ
の
活
動
は
徐
々
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
文
化
の
一
部
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
当
然
取
り
巻
く
環
境
は

時
代
と
共
に
変
化
し
、
そ
の
在
り
方

も
左
右
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
今
現
在
、
火
災

消
火
活
動
は
も
と
よ
り
河
川
水
防
は

も
ち
ろ
ん
、
月
二
回
の
資
機
材
及
び

六
合
地
域
の
投
光
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
点
検
、
島
田
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

救
出
救
護
の
支
援
、
成
人
式
の
支
援

活
動
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
冬
期

夜
間
警
戒
、
六
合
地
域
の
祭
典
、
各

事
業
の
お
手
伝
い
と
年
々
多
分
野
に

渡
り
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
数
々
の
活
動
、
出
役
に

た
い
し
て
、
負
担
や
不
満
に
思
う
と

き
も
有
る
の
は
事
実
で
す
が
、
い
っ

た
ん
出
動
、
出
役
し
た
際
に
は
、
純

粋
に
使
命
感
そ
し
て
奉
仕
の
心
で
真

剣
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
組
織

で
す
。
皆
の
為
は
自
分
の
為
、
自
分

の
為
は
皆
の
為
に
出
来
る
よ
う
今
後

も
四
分
団
は
、
地
域
に
少
し
で
も
多

く
貢
献
で
き
る
よ
う
団
員
一
同
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
方
に
は
地
元
消
防
団
へ
の
一

人
で
も
多
い
参
加
、
そ
し
て
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

部
　
長
　
外
村
ふ
じ
江
　

今
年
度
女
性
部
は
、
部
員
二
十
二

名
で
活
動
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
の
タ
オ
ル
・
雑
布
・
ウ

エ
ス
集
め
運
動
、
六
合
夏
祭
り
へ
の

協
力
、
敬
老
会
と
す
で
に
準
備
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
入
学

祝
い
の
会
に
変
わ
り
、
二
月
の
第
二

日
曜
日
を
「
六
合
こ
ど
も
の
日
」
と

銘
う
っ
て
、
六
合
地
区
の
小
学
生

及
び
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
た
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
た
く
さ
ん
の
行
事
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
六
合
全
地
区

百
三
十
六
名
の
女
性
部
の
班
長
の

方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。
今
年
も

皆
様
の
お
力
添
え
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
よ
り
強
く
深
ま
っ
て
い

く
よ
う
、
ホ
ッ
ト
な
六
合
を
目
指
し

て
一
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
安
全
部

交
通
安
全
部
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女
性
部

消
防
治
安
部



皆様さそいあって見に来てね。

昨年の夏祭り
の様子

平成24年8月5日㈰ 午後２時～午後７時30分
六合公民館駐車場及びロクティ多目的ホール（バザー会場）

今年も焼きそば・綿菓子・ポップコーン・かき氷・フランクフルト
駄菓子・飲み物・ヨーヨー、金魚すくいのお店がでます。

六
合
公
民
館

「
ロ
ク
テ
ィ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

〈
バ
ザ
ー
会
場
〉

六小体育館

六小

一鮮
さん

ス
テ
ー
ジ

（
ウ
イ
ン
グ
車
）

出
入
口

予備テント

消
防
テ
ン
ト

保冷車

焼き
そば

焼き
そば 綿菓子 本部 くじ チケット

放送

駄
菓
子
か
き
氷
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト

ポップ
コーン 飲み物 休み所 ビール ヨーヨー 金魚 13：00…チケット販売開始

14：00…開会式

14：15…アトラクション第1部
　　　　 バザー･売店販売

16：40…盆踊り(前半の部）

17：10…第1回餅投げ

17：35…アトラクション第2部

18：50…盆踊り(後半の部）

19：10…第2回餅投げ

19：30…閉会式

当日予定プログラム

盆踊り会場

※一般駐車場は静岡県島田土木事務所、駐輪場は六合小学校校舎東側（グラウンド
との間）になります。
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

今
年
も
生
活
安
全
部
主
導
の

も
と
六
合
地
区
防
犯
ま
ち
づ
く

り
協
力
会
の
活
動
と
し
て
、
犯

罪
の
な
い
安
全
安
心
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
六
月
三
日
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

六
合
地
区
を
南
北
二
コ
ー
ス

に
分
け
、
四
人
が
一
組
に
な

り
毎
月
第
一・
二
日
曜
日
、
第

二・
四
土
曜
日
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
八
月
一
日
〜
八
月

二
十
五
日
に
於
い
て
は
、
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
ま
す
。

救
命
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）

緑
道
除
草
作
業
開
始

　
五
月
十
九
日
六
合
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

の
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と
は
？

　

心
臓
が
突
然
止
ま
る
の
は
、
心
臓
が
ブ
ル
ブ

ル
と
細
か
く
震
え
る
「
心
室
細
動
」
に
よ
っ
て

生
じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
震
え
を
取
り
除
く
（
こ
れ
を
「
除
細

動
」
と
い
い
ま
す
。）
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
た
め
の
器
械
で
す
。

藤
田
久
様
を
講
師
に
招
き
、
他
十
二
名
の
指
導

者
、
島
田
消
防
署
、
岸
町
の
協
力
で
三
十
二
名

が
受
講
し
、
後
日
「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
」

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
、
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
業
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
緑
道
部
と
消

防
治
安
部
の
方
々
で
す
。

　
み
な
さ
ん
忙
し
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
九
月
末
ま
で
四
回
に
渡
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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ほ
た
る
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
6月9日㈯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
6月17日㈰

■
四
月
二
十
五
日
㈬【
岸
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

　

第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

■
五
月
六
日
㈰【
六
合
小
体
育
館
】

　

第
一
回
輪
投
げ
大
会　

■
六
月
十
日
㈰【
大
井
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　

島
田
市
水
防
訓
練

■
六
月　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

男
子
の
部

　

●
１
位　

鈴
木
栄
吉（
延
寿
会
）

　

●
２
位　

池
田
國
男（
コ
ス
モ
ス
）

　

●
３
位　

斉
藤
昭
二（
永
寿
会
）

女
子
の
部

　

●
１
位　

森
下
ふ
み
江（
永
寿
会
）

　

●
２
位　

池
田
育
代（
コ
ス
モ
ス
）

　

●
３
位　

斉
藤
こ
と（
コ
ス
モ
ス
）

男
子
の
部

　

●
１
位　

黒
柳
包
吉（
延
寿
会
）

　

●
２
位　

提
坂
イ
チ
オ（
延
寿
会
）

　

●
３
位　

大
塚
利
郎（
延
寿
会
）

女
子
の
部

　

●
１
位　

松
浦
あ
き
枝（
延
寿
会
）

　

●
２
位　

鈴
木
い
ね（
永
寿
会
）

　

●
３
位　

杉
本
ち
さ（
永
寿
会
）

老
　
人
　
部

消
防
治
安
部

女
　
性
　
部

　

各
家
庭
か
ら
タ
オ
ル
・
雑
巾
等
を
拠
出
し

て
い
た
だ
き
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
等

に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
共
同
で
水
防
工
法
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

六
月
九
日
㈯
、
東
光
寺
本
堂

で
ほ
た
る
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
本

堂
に
入
り
き
れ
な
い
位
の
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

山
口
牧
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
演
奏
は
、
和
・
洋
・
ア
ニ
メ

も
ま
じ
え
て
観
客
の
手
拍
子
、

歌
と
入
り
、
楽
し
く
進
み
ま
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
光
寺
辻
住
職
様

に
よ
る
「
ほ
た
る
の
お
話
」
に

も
み
ん
な
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
道
、
東
光
寺
谷
川
で
ほ
た

る
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
六
小
体
育
館
で

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
面
に
分

か
れ
た
コ
ー
ト
内
で
は
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
に
行
っ
た
私
で
す
が
、

楽
し
さ
の
あ
ま
り
つ
い
つ
い
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年

は
是
非
参
加
し
て
、
皆
様
と
一

緒
に
い
い
汗
を
か
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

心
配
し
た
お
天
気
も
良
く
な
り
、
好
天
に

恵
ま
れ
、
事
故
も
な
く
楽
し
い
半
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
競
技
は
十
二
ホ
ー

ル
を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
数
の
部

員
の
参
加
者
が
あ
り
、
事
故
も
な
く
、
楽
し

い
半
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
輪

投
げ
台
を
五
台
で
十
五
組
の
参
加
。
約
三
時

間
の
競
技
で
し
た
。

講演する辻住職（東光寺本堂）講演する辻住職（東光寺本堂）

演奏する山口牧さん（東光寺本堂）演奏する山口牧さん（東光寺本堂）
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震
災
と
被
災
地
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東
光
寺
の
日
吉
神
社
で
、
六
合
小
学
校
に

通
う
児
童
二
人
が
、
日
吉
神
社
の
神
の
使
い

と
さ
れ
る
猿
の
面
を
つ
け
て
舞
い
ま
し
た
。

　

猿
舞
は
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
、

三
百
年
以
上
も
前
か
ら
伝
え
ら
れ
、
今
年
も

古
式
ゆ
か
し
く
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
「
猿
舞
」
は
、
山
の
ふ
も
と
に
あ
る

境
内
で
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
山
頂
の
拝
殿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雄
猿
役
の
六
年
生
桜
井
亘
君
（
十
一
才
）

と
、
雌
猿
役
の
五
年
生
園
田
章
武
君
（
十
才
）

が
、
子
猿
の
面
を
被
っ
て
三
種
の
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
、
そ
の

後
の
現
地
は
？

　

大
震
災
か
ら
一
年
四
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
昨
年
被
災
地
を
訪
れ
た
河
村
初
男
さ
ん

（
岸
町
）
が
今
年
も
現
地
を
訪
れ
て
、
一
年

後
の
現
地
を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。

猿
舞
【
静
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　
島
田
市
の
東
光
寺
地
区
に
は､

毎
年
四
月

十
四
日
、
日
吉
神
社
の
祭
典
に
子
供
二
人
が
猿

の
面
を
付
け
舞
を
奉
納
す
る
『
猿
舞
』
が
伝
わ

り
、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
日
静
岡
県
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
猿
は
日

吉
山
王
権
現
社
の
神
の
使
い
と
さ
れ
、
記
録
に

よ
る
と
古
く
は
各
地
の
日
吉
神
社
で
猿
を
真
似

た
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
、

猿
舞
を
演
じ
て
い
る
の
は
こ
こ
日
吉
神
社
だ
け

で
、
大
変
珍
し
い
芸
能
の
一
つ
で
す
。

　
東
光
寺
の
猿
舞
は
、
か
つ
て
『
猿
踊
り
』
と

呼
ば
れ
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
年
）

舞
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
起

源
に
つ
い
て
は
未
詳
で
す
。

　
猿
面
は
、
雄
雌
の
二
面
で
頬
の
く
ま
ど
り
線

が
四
本
で
険
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
が
雄
猿

面
、
く
ま
ど
り
線
が
三
本
で
穏
や
か
な
表
情
を

浮
か
べ
て
い
る
の
が
雌
猿
面
で
す
。

　
舞
は
「
双
々
の
舞
」「
扇
の
舞
」「
本
舞
」
の

三
段
か
ら
な
り
、
笛
・
太
鼓
が
奏
で
る
曲
に
合

わ
せ
て
神
輿
に
奉
納
す
る
形
で
舞
わ
れ
ま
す
。

　
舞
人
は
、
東
光
寺
地
区
の
少
年
か
ら
小
学
生

二
人
が
選
ば
れ
、
舞
台
上
に
お
い
て
三
段
の
舞

を
優
雅
に
奉
納
し
ま
す
。

舞を披露する桜井君と園田君舞を披露する桜井君と園田君

　

復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
険
し
く
遠

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
東
海
地
震

が
予
測
さ
れ
る
中
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

強
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

宮城県 気仙沼市
【河村初男さん（岸町）が撮影】

今年 3 月今年 3 月今年 3 月今年 3 月

昨年 3 月昨年 3 月昨年 3 月昨年 3 月

➡ ➡
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平成２４年度　コミュニティ委員会・高中小学校・幼保園主要行事

５
　
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月

10
　
月

11
　
月

12
　
月

１
　
月

２
　
月

４
　
月

３
　
月

たけのこ保育園六合第二保育園六合第一保育園六合幼稚園六合東小六合小六合中島田工業コミュニティ 地　域
本部役員会　　４
会計監査　　　７
総務会　　　１０
定例役員会　２０
委員総会　　２８
防犯パトロール
（年間を通して）

始業式・入学式　
対面式　　　　
自転車点検   
地区別集会　 
面接週間

始業式・入学式　６
避難訓練　　　１２
１年生迎える会　１８
PTA総会　　　２５
遠足　　　　　２７

始業式　　　　　５
入園式　　　　　７
ＰＴＡ総会・参観会　１８

入園・進級の集い２
親子遠足　　　２９

入園・進級式　７
保護者会総会　
奉仕作業　　

入園進級式　　７
お花見
たけのこ総会
野菜の苗植え

東光寺猿舞入学式・始業式　　６
１年生を迎える会　１９
授業参観・懇談会　２１　
ＰＴＡ総会　　２１

入学式・始業式　５
新入生歓迎会　　９
避難訓練　　　１０　
授業参観・PTA総会　２７

本部役員会　１０
定例役員会　２０
一戸一品拠出運動
①あけぼの発行

緑道除草作業　8
予備日　　(7/15)

期末テスト　　
薬学講座　　　
避難訓練　　　
終業式　　　　
インターンシップ（２年）
３者面談（全学年）

５年自然体験教室
　　　　１９～２１

①交通安全教室　４　
②ＰＴＡ古紙回収　５　
終業式　　　　２０
夏まつり　　　２１
夏季保育
プール教室

七夕まつり会　５
夏祭り会　　　７
お泊り保育（年長）　
　　　２７・２８

お泊り保育６～７
夏祭り　　　２８

プール遊び
川遊び
海遊び

東町夏祭り（五郎祭）　２２避難訓練　　　４
終業式　　　２５

終業式　　　２４
中体連県大会
２７～８/２

本部役員会　１０
定例役員会　２１
六合夏まつり　５
六合駅付近夜間巡視

緑道除草作業１９
予備日　　(8/26)

中学生１日体験入学
始業式

夏季休業
　７月２７日～
　８月２９日
防災引渡し訓練３１

夏季保育
プール教室
サマー体験（年長）

ヤマメつかみ取り
県下一斉防災訓練　３１

ヤマメつかみ取り
七夕の会　　　７
引渡し訓練　３１

七夕まつり
夏まつり　　２５

岸　大日山　　１５
岸町夏まつり　１９

本部役員会　　８
定例役員会　２０
健康
ウォーキング　９
敬老会　　　２３
緑道除草作業３０
予備日　　(10/7)

防災訓練　　　
選コース説明会
（１年）
就職試験開始

３年学力調査　　４
体育大会　　　１５

プール納め　　１３
個人面談１８～２４
学校公開日　　２９

防災訓練　　　２　
運動会　　　２９

始業式・避難訓練　３
③ＰＴＡ古紙回収　６
祖父母参観会　 １４

プール納め　　　５
祖父母お招き会１４

プール納め　　　５　
祖父母お招き会１４　
保護者作業日　２９

防災・引渡し訓練 道悦八幡神社　１５
岸町体育大会　　２
東町体育大会　　２

本部役員会　１０
定例役員会　１９
親子映画教室　５
戦没者追悼式１４
文化祭２７・２８

体育大会　　　
中間テスト
３者面談（１年）
保育体験実習
献血（３年希望者）

中間テスト　　４　
文化発表会　１９
全校集会　　２２

前期終了式　　　４
後期始業式　　　９
市陸上記録会　１６

市陸上記録会　１６
参観・講演会　３０

入園願書受付　　１
運動会　　　　　６
幼児合同演劇鑑賞１１ 
②交通安全教室２５
秋の遠足　　　１９
ハローウィンパーティー

ふれあい運動会１８
年長ＳＬ遠足　
稲刈り年長親子　
幼児合同演劇鑑賞会１１

わんぱく運動会１３
幼児バス遠足　１９

運動会　　　２０
芋ほり

東町八幡神社　　８
岸　浅間神社６・７ 
阿知ヶ谷天神　２０
道悦体育大会　　７

本部役員会　　９
部長会　　　２０
本部引継ぎ会２２
インディアカ大会３　
入学祝いの会１０

マラソン大会（１・２年）
学年末テスト（３年）
家庭学習（３年）
期末テスト

入学説明会　　　５
私立入試　　６・７
学年末テスト　１４
授業参観・懇談会
　　　　　　　２２

クラブ発表　　２０
参観・懇談会
　　　低学年　２２
　　　高学年　２５

古紙回収　　　　３
入学説明会　　　７
ありがとういっぱいの会１３
授業参観
　　　低学年　２６
　　　高学年　２８

新入園児１日入園　　
参観会　　　　１４　
思い出遠足　　２２

豆まき　　　　　１　
造形展　　　　　２
おしゃべり会　１６

豆まき　　　　　１
ほのぼの劇場　１８
もちつき大会　２６

豆まき 岸　大日山　　１５

本部役員会　　１
定例役員会　２１
友愛訪問　　上旬
③あけぼの発行

卒業式　　　　
入学試験・合格者発表
　　　　　　
避難訓練　　
終業式　　　
離任式

公立入試　　５・６
３年生を送る会　８
修了式　　　　１８
卒業式　　　　１９
離任式　　　　２７

６年生を送る会　１
卒業式　　　　１８
修了式　　　　１９

卒業式　　　　２０
修了式　　　　２１

卒園ＳＬ遠足　　８
卒業式（ロクティ）１６
修了式　　　　１９

ひなまつり会　　１
お別れ遠足　
卒園式　　　　２３

ひなまつり会　　１
祖父母おまねき会　７
卒園式　　　　２３
保育終了　　　２６

ひな祭り　　
卒園式　　　　２３

本部役員会　１０
定例役員会　１６
老人部大会　１１
グラウンドゴルフ１８
親子マス釣り大会２５
②あけぼの発行

文化祭（島工祭）
オープンスクール
　　　　　　　
選科・選コース決定
（１年）

古紙回収　　　　４
授業参観・懇談会９
期末テスト１４・１５

修学旅行　　１～２
校外授業(1～5年)２
音楽発表会　　　９
ＰＴＡ祭り　　１０
ボランティア活動１２
３年川根小との交流 １５
授業参観・懇談会26.29

市音楽発表会　　９
東小祭り　　　１１
６年首都訪問１５・１６

④古紙回収　  　１ 七五三お祝い会１５
ほいくまつり　１７
施設防災訓練
交通指導教室

幼児交通教室　　７
ほいくまつり　１７

豚汁パーティー
干し柿作り（年長）
たけのこ総会

本部役員会　１１
一人暮し・寝たきり
老人慰問　
冬季夜間警備
（１２月～２月）

期末テスト　
修学旅行（２年）　　　

避難訓練　　
終業式　　　

３年学力調査　　４
三者面談１０～１８
終業式　　　　２２

学習発表会　１５
冬季休業　　２２～

授業参観・懇談会
　　　　　　３・４
終業式　　　　２１

参観会
クリスマス会　１５
　　　　　　　　
終業式　　　　２１

発表会　　　　　１　
クリスマス会　２０

クリスマス会　２０
保育終了　　　２８

クリスマス会　２２

本部役員会　１０
定例役員会　２２
新部員名簿提出

始業式　　　　
課題研究発表会（３年）

始業式　　　　　７
学力調査 １・２年
　　　　　　　１１
実力テスト３年
　　　　　　　１１

国・算定着度調査９
持久走記録会
　　　　２２～２４
PTAリサイクル２７　

始業式　　　　　７
文化発表会　　２６

始業式　　　　　７
⑤古紙回収　　１０

新年お楽しみ会１０ 保育始め　　　　７ 七草かゆ・鏡開き
どんど焼き
新春のしらべ
雪あそび（年長）

始業式　　　３０始業式・避難訓練 ３０

本部役員会　　８
歓送迎会　　１１
定例役員会　２２

緑道除草作業２７
予備日　　(6/3）

ＰＴＡ総会　　　
ＨＲデー（１年）
進路見学（２・３年）
　　　　　　　　
中間テスト

家庭訪問１０～１８
（１年生のみ）
教育相談１４～１５
(２年生以上）
ボランティア活動　１７
運動会　　　　２６

①ＰＴＡ古紙回収　１０

親子バス遠足　１８

こどもの日お祝い会１
るくる体験遠足（年長）

幼児ふれあい会１９
幼児懇談会

こどもの日
お祝い会　

たけのこ堀り

遠足　　　 １

家庭訪問 １１～１７

３年修学旅行
　　　　１５～１７
２年職場体験　１６
ふるさと地域探訪１６
家庭訪問２４～３０

本部役員会　　８
定例役員会　２０
蛍の里コンサート　９
タオル１本運動
ソフトバレー大会１７

演劇教室　　　　
選科・選コース
　　　説明会（１年）
授業参観週間

PTAリサイクル　１７
プール開き　　１８
学校公開日　　３０

プール開き　　　７
親子で遊ぼう参観会　９

田植え（年長親子）　２
交通安全教室　１２
プール開き　　１８
親子ふれあいデー

保護者作業　　　２
乳児ふれあい会　１６
幼児交通教室　１８
プール開き　　１９

蛍のお泊り（年長）
子供の発達を
学ぶ会

海の学校　７・８
プール開き　１１～
PTAウォークラリー　１７

期末テスト　１４・１５
全校VS活動　   ２５
（地域清掃活動）

六
合
で
生
ま
れ
育
っ
て
五
十
五
年

に
な
り
ま
す
が
、
六
合
の
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
で
の
催
し
も
の
に
は
ほ
と
ん

ど
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
広
報
部
長
と
い
う
大
役
を

引
き
継
ぐ
事
に
な
り
、
こ
の
三
ヶ
月

間
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
や
写

真
撮
影
で
、
活
動
の
中
身
の
濃
さ
に

感
動
し
た
り
、
住
民
同
士
が
ふ
れ
あ

う
場
に
直
接
立
た
せ
て
も
ら
っ
た
り

す
る
中
で
興
味
を
持
ち
、
少
し
ず
つ

で
す
が
関
心
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
、
積
極
的
に
参
加
（
取

材
・
撮
影
）
し
、
広
報
部
員
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

尚
、
今
後
主
催
者
様
や
周
囲
の

方
々
に
は
何
か
と
御
迷
惑
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
部
　
鈴
木
泰
弘

お
詫
び

あ
け
ぼ
の
一
七
一
号
（
平
成
二
十
四
年

三
月
十
五
日
発
行
）
に
於
い
て
、
表
彰

で
二
名
様
の
御
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

正
し
く
は

成
岡
百
合
子
様
→
成
岡
由
利
子
様

鈴
木
国
彦
様
→
鈴
木
邦
彦
様

で
す
。周
囲
な
ら
び
に
関
係
者
の
方
々
、

大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

編
集
後
記


